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格子嶢付け法（photogrid　method）

　從來塑性蔓形の攣形過拠解析する＝1・ek・aして網目法

が多く「n　，・・♪綻いるが識械的｝・mo日矧く方法には

いろいろ不便な鮎がある．例えば竹rll式臼盛機械等を用

いると・熟練すれば100分の歎粍程慶の精度で綱目を引

くことができるが試験片に綱．日を・壷くa）Fこ時間がかかる

上に，一倒一個の試験片の目盛を測定する必要がある．

　著者等は深絞りの實験を行5’際，BrownおよびJoh・・
　　rl、」
　　　rsどにょって研究された，　photogrid　mcthodをnes

感用してみてきわあて良好な結果を得たので報借する．

　この方法によると正確なma5ter　gridをつくつて，

その楕子間隔をあらかじめ測定しておくだけで一卜分であ

る．さらにゴムのような材料では表而に傷がつくとまず

いので，こ∂左法による以外にはないと思われる．

　以下Bro“n　SeよぴJohnesの報告を参考として，著

者等の行った格子焼付法について蓮ぺでみよう．

．この． V法は印刷技術においてよく知られてv・る．方法で

あって，正確な寸法の網目をもった原板を用意し，この

原板の網目を試料に焼伽ナるのである．原椥こ囎樋爲

眞用乾板，cut創mまたは灘板のいずれを用いてigよ

い・網目をもつた原板の裟作法叫工いろいろあつて，粗

い綱目の揚合にはTracing　clothに直接綱目を壷き，

これをそのまま原板として使用するどともできるが，細

かいものでは大きく製圖紙に綱臼を製岡して正確に爲眞

で．縮尺するか，ガラス板D上にwaxを塗1），分割機

（Di・iding　m・・hine）で棚を弥・て，腐蝕する．こn．

をmaster　grid　というが，正確な一一側のmaster　grid

さえ用意して｝けば必要に感じて，これをもとにして何

1文もの、gridをつくることオ；できる．

　著者等の研究室では次の三種類のmas亡er　gridを用
窟’している．

　　　俗子聞隔

　（1）　2．5mm

　（2）　1．Om皿

（3）2．5㎜（恥圓）

　原極・r法

100＞（100mm

70＞s・40mln
100mmpt

綜のズ《さ

O．2mm

Oユmm
Oユmm

　次にテストビースを試験の目的に從った形肌に製作し

試料表面をエメリーで03網麺まで仕上げ，最後に流水

’を注ぎながら“ほお炭”でみ、’・く．この際黄面に汕分が

獲留しないよラにする．次に暗室内でこの金屡晦に別表

の害拾の感光剤を塗布し，蓬心乾燥2椿にとVっけr電熱゜

器で熱しながら30～60秒乾燥すると表面に薄いy・y　一一な

感光膜ができる．この感光膜け舐感度であるため暗室は

　　　　　　　　　　　　一十分な暗さを必要としない．

　このようにして得られたテストビースに鴇眞綱目原板

を重ね，青随焼枠で緬日を焼付ける．光源として太陽光

を用いる揚合には晴ヲミで約5分～10分，水銀燈では15

～30分の露NでよいC文献によれば，アーク燈と川い，

80V．15Aで30秒～15分の露lliを行つている例もあ
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る）・鮒の際，テストピースと聴を＋分密着させる

ことが大切で，物・綱目の細かい原擬使用する際には

眞空燵枠を用いないとよい結果が争膨挽いようであ
る．

　焼付終了後，試験片を取りだして水洗しながらやわら

かい布地またに綿で喪両をこすると感光した部分（綱目

部分）だけが残る．これを現像液で染色すると毒ぎやか

な線岡塾でる・これでH的の網F捗試験肚F．鮒け
られたわけである．

感光鋼およびξ臓液櫨方にil．vhろいろ紡が，われ

われの研究室で使場のものおよび文献に記載されたもの

は夢このようなものである．隔

　　感光齊IJ　（1）　　グ・レー　　　　　　　　　　　　　　　　200　g

　　　　　　　水　　　　　　　　　　1DO　9

　　　　　　　重ケロム酸アンモ；ヤ　　15望
　　感光搾1　（2）　　グ，1．－　　　　　　　　　　　　4　（亘尊h是上ヒ）

ワ一
　　1　4　忌　モ　ン　ア水　戯ヤ　ムヨ　”モ　クン水重ア

　（2＞は感光剤貯藏液で衡日に際して下の割合て薄め
る．

現豫液

貯藏液

水

tLチル．アルコー・ル

メチルバイオレツト

2　〔面．ltl二上ヒ）

3（　”　）

4（　tt　）

1％水瀞液
でき」・つた試馴箆御的tC・tj4するのであるが薯者等

の研究室では・深絞

り，油厘式薄板試

題食およびエリクセ

ン試験に細けblAa
ヲ杉過F’己の角窪．折，　　夢1

張試駿における局

F

第　1　圓
部牧縮後砿形碗眈などに用．・ている悌1．～2圃）．

　丸棒引彊試験片のように他0方法では網目を引くこと
t’：困鄭　　も．つでも

cut　nin】　をヌL摺諦こ

巻きっけて競付け

才しばよく，格」ゴ燵

付法ゆ鷹用は廣
㌧、，

　米図では112．’感　ヒ

光刺として　cold　　　　　第　2　圖

top　emamelを使JFし）格子間隔1）．25　nnn，線の太さ

O．015mmという細かいものまでできていて塑性餐形の

研知・非常1．・ac立つているようである．たお焼佃扶格

子の耐磨粍性にっいてもいろいろ研空さtLている．（山

田嘉昭，輪竹千三郎，鈴水豪）t！E・9・19蘭
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